
flH 直

つ

ぱ
な
選
挙
に

じ
的
多
数
回
力
作
が
応
募
さ
れ
イ
ど

も
た
ち
の
純
'H
E願
い
が
あ
山
れ
る
ば

ー
。

ム
刀
ド
『
一審
売
会

(写
点
)
で
も
.
会
均
い

っ

ぱ
い

に
掲
げ
句
れ
た
作
ロ
川か

旬
、
優
秀

作
を
選
ょ
の
に
ひ
と
昔
労
し
ま
し
た
。

こ
の
チ
ど
も
た
ち
に
希
唱
を
持
た
せ
る
よ
う
主
り

っ
ぱ
な
選
挙
を
行
な
い
‘
明
る
く
住
み
よ
い
郷
土
を

築
き
た
い

L
の
で
す
。

(
使
秀
作
品
は
八
頁
仁
拍
裁

し
て
い
ま
す
)

'71年

子

ど

も

た

ち

が

純

真

な

願

い

月号

統

一
地
方
選
挙
を
明
る
〈
正
し
い
選
挙
に
し
よ
う

ー
と
、
町
選
準
MYH
理
委
日
会
で
は
、
町
内
町
小
中
井

校
児
主
、
生
徒
を
対
象
に
、
啓
発
的
ポ
ス
タ
ー
作

文、

標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。

各
学
校
か
ら
は
、
ポ
ス
タ
ー
の
百
一二
卜
六
点
を
は

No.154 
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道議
町議

午後 6 

• 
• 

時 ~

11日知事
25日町長

7 前午
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反
映
さ
せ
よ
う
、

司
ゆ
っ
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
』
と
い

3
こ
と
出
が
あ
る
よ
う
に
、
現
在
、
私

た
ち
伺
毎
日
の
暮
し
と
政
治
と
は
切
っ

て
わ
切
れ
な
い
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い

ま
す
。

税
金
や
物
価
が
向
く
な
っ
た
り
、
安

く
な
っ
た
り
す
る
の
も
、
道
路
や
橋
を

直
し
た
り
す
る
の
も
、
学
校
や
住
宅
を

建
て
た
り
す
る
の
も
す
べ
て
政
治
に

よ
っ
て
左
右
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ

3
に
、
政
治
と
私
た
ち
の
生

活
と
の
密
接
な
附
係
か
ら
し
て
、
政
治

か
ら
受
け
る
利
益
も
多
い
反
商
、
私
た

ち
が
政
治
に
対
し
て
要
求
す
る
こ
と

現
実
の
政
治
に
対
し
て
も
っ
て
い
る
意

見
も
少
な
く
な
い
は
ず
で
す
。

こ
う
し
た
要
求
な
り
意
見
な
り
を
そ

の
ま
ま
に
し
な
い
で
.
で
き
る
だ
け
政

rt 3 

若
い
人
の
自
覚
で
政
治
に
希
望
を

選
挙
の
た
び
に
い
つ
も
問
題
に
な
る

の
は
、
年
々
若
い
人
た
色
町
投
諜
率
か

減
っ
て
〈
る
こ
と
で
す
。

若
い
人
た
ち
が
政
治
と
自
分
的

一
票

と
の
つ
な
が
り
に
目
ざ
め
る
こ
と
が
、

こ
れ
か
ら
の
政
治
に
希
望
を
も
た
ら
す

も
の
な
の
で
す
。

若
い
人
が
中
心
と
な
っ
て
、
明
る
〈

正
し
い
選
挙
に
し
ま
し
ょ

3
0

と
く
に
新
有
権
者
は
‘
初
め
て
与
え

ら
れ
た
柿
利
と
義
務
を
有
効
に
活
用
し

て
〈
だ
さ
い
.

ま( 3) 111111川111111川11111111111111川11111111川111111111111川111111111111111川l川111111111111川川広報い

は
じ
め
て
投
察
す
る

方
h
q

へ

聞

は
じ
め
て
投
票
を
す
る
新
有
権
者

で
す
が
.
投
票
所
へ
行
〈
と
き
に
注
意

登録人員投票所、

し
な
け
札
ば
な
ら
主
い
こ
と
は
‘

答

〈服
装
〉
仕
事
着
、
エ
プ
ロ
ン
姿

な
ど
、
普
段
培
の
ま
ま
で
気
軽
に
お
で

か
け
く
だ
さ
い
。

〈
入
場
券
V

お
出
か
け
の
と
き
は
入

場
券
を
も
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

入
場
券
に
は
、
投
票
所
、
投
票
時
聞

が
岱
い
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
間
違
い
な

く
決
め
ら
れ
た
投
誕
所
へ
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
ど
こ
の
投
崇
所
で
も
投
而
fが
で
き

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

命
院
内
相
用
紙
〉
受
け
付
け
が
終
わ
り

ま
す
と
、
投
票
用
紙
を
係
貝
が
渡
し
て

く
れ
ま
す
。

十

一
日
に
は
、
白
色
町
投
票
用
紙
で

知
事
、
薄
苛
色
紙
で
遊
説
的
投
票
を
行

な
い
‘
二
十
五
日
に
は
‘
白
色
紙
で
町

あ

-ーーー.... ・.

理聖3
ヌ耳す

る

を

日
四
月
十
一
日
は
知
事
、
道
議
選
挙
、

二
十
五
日
は
町
長
、
町
議
選
挙
の
投
票

で
す
。
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
も
直
接
結
び
つ
く
最
も
身
近
か
で
重
大
な
選
挙
で
す
。

明
る
い
些
か
な
郷
土
の
建
設
は
、
あ
な
た
の
一
課
に
か
か
っ
て
L
ま
す
巴
自

的
意
忠
と
自
由
な
判
断
で
、
資
任
の
あ
る

一
票
を
行
使
し
ま
し

t
っ。

m
L
内
守
二
人
以
上
町
氏
名
を
住
い
た

一
も
の
[
V
候
制
者
向
氏
名
以
外
に
よ
け

剛

い
主
こ
と
を
恐
い
た
も
円
マ
だ
れ
内

叫
氏
名
を
白
い
た
か
わ
か
ら
な
い
も
町

山

書
け
な
い
人
に
は

一

書
い
て
あ
げ
ま
す

咽

か
ら
だ
の
故
障
や
、
文
字
が
わ
か

叩

り
な
い
で
自
分
で
世
け
な
い
人
は

四
投
票
所
で
係
只
に
申
し
出
ま
す
と
、

叩
代
わ
っ
て
住
い
て
も
ら
う
こ
と
が
で

一
き
ま
す
。

一

ニ
町
場
合

投
開
附
管
制
審
は
二
人

一
円
補
助
者
を
選
ん
で
投
川
知
的
適
正
を

一
期
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
も
ち
人
九

一
ん
、
投
烈
円
秘
密
は
般
需
品
に
守
ら
れ

一
ま
す
か
ら
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

後
に
限
ら
紅
て
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
選
挙
向
告
示
目
前
で
も
本

人
が
選
挙
管
理
委
貝
全
に
申
し
出
て
、

さ
ら
に
真
正
で
あ
る
旨
の

n

官
膏
S
M

を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
投
家
用
紙
を

紡
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
3
に
な
り

ま
し
た
。
た
だ
し
、
用
紙
的
交
付
や
投

架
は
、
告
示
日
以
後
に
な
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
で
す
。

遠
隔
地
な
ど
に
住
ん
で
い
る
と
き
に

は
、
郵
便
で
こ
町
申
し
立
て
を
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
こ
町
場
合
に
は
、
不

症
者
投
即
時
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨

の
文
岱
と
と
も
に
、
前
記
円

J
一旦普南口仰

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ら
み
ん
な
の
意
見

治
的
上
に
反
映
さ
せ
て
い
く
よ
う
努
力

し
な
け
れ
ば
な
つ
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
私
た
ち
の
ふ
だ
ん
の
政

治
に
対
す
る
関
心
と
い
〉
も
の
は
、
あ

ん
が
い
う
す
い
の
が
実
情
で
は
な
い
で

し
ょ
フ
か
。

『政
治
は
政
治
家
に
ま
か

せ
て
お
け
ば
よ
い
』
と
口
に
す
る
人
も

み
ら
れ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
で
は
天

に
向
っ
て
ツ
パ
す
る
こ
と
に
も
似
て
い

ま
す
。

棄
権
は
危
険
で
す

い
フ
ま
で
も
な
ノ
¥
政
治
的
主
人
公

は
私
た
ち
自
身
で
す
。
よ
い
政
治
も
悪

い
政
治
も
、
私
た
ち
自
身
円
手
で
つ
〈

ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
よ
い
政
治
へ
の

努
力
は
、
結
局
、
私
た
ち
自
身
の
し
あ

長、

wm川
色
紙
で
町
波
町

佼
山
市
を
行
な
い
ま
す
。
投

市
器
用
紙
に
は
、
候
納
者
向

一

氏
名
を
は

っ
き
り
と
岱
い

一

て

〈

だ

さ

い

。

一

間

入
場
券
が
届
き
ま
し

一

た
が
、
こ
れ
は
ど
フ
す
る

E

の
で
す
か
。

幽

答

選
挙
管
理
委
只
会
で

-

は
、
選
挙
で
投
票
で
き
る

四

人
に

w
入
坊
券
u

を
出
し

圃

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
選

園

事
人
名
簿
に
峨
っ
て
い
る

幽

人
で
な
い
と
投
河
川
で
き
な

圃

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

幽

か
ら
「
あ
な
た
は
こ
ん
ど

.

の
選
挙
に
投
両
県
で
き
ま
す
よ
、
投
張
所

は
ド
コ
ソ
コ
で
、
何
時
か
ら
何
時
ま
で

わ
せ
と
な
っ
て
は
ね
か
え
っ
て
く
る
も

の
で
す
。

政
治
に

つ
い
て
、

ど
ん
な
に

関
心
を
持
っ
て
も
持
ち
す
ぎ
る
と
い
う

こ
と
は
な
い
と
い
え
る
で
し
ょ

3
。

こ
の
た
い
せ
つ
な
政
治
を
行
な
う
の

が
、
私
た
ち
が
選
挙
で
投
票
す
る
、
私

た
ち
円
代
表
者
で
す
。

『自
覚
あ
る

一
票
の
行
使
』
が
よ
い

社
会
を
き
ず
く
基
礎
に
な
る
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
選
挙
に
あ
た
っ
て
は

ま
ず
絶
対
に
棄
権
を
し
な
い
こ
と
。

一

票
ぐ
ら
い
な
ど
と
考
え
て
は
民
主
政
治

は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

ま
た
、
だ
れ
に
投
以
す
る
か
は
自
分

的
意
思
で
決
め
る
ニ
と
が
た
い
せ

つ
で

す
.
こ
れ
を
し
な
い
と
こ
ろ
に
口
収
、

供
応
な
ど
の
違
反
が
し
の
び
-」
ん
で
〈

る
の
で
す
。

真
に
私
た
ち
の
生
活
を
盟
か
に
す
る

人
か
ど
う
か
を
見
き
わ
め
、
勇
気
を
も

っ
て
選
び
た
い
も
円
で
す
。

ー-

.j 

手

続

き
zうま

投票住 査持 人 U 量
I~ 時 同庁 1耳「 女 ，1.十

第 J!利詞I小守枕 110 118 228 

~Î 2 7E (-I 'h乙'i':..f立 122 136 258 

罰 3 '1' ~Il小学 t主 65 65 130 

部 4 住 h イ、 '''1-七 十.~ 36 37 73 

部 5 同 111q'， "t t:立 312 331 643 

耳 6 奥州川即沼全自i 13 13 26 

抗 7 八"'小 F位 1'8 17' 322 

前 8 Ji: Ifi. IJ、.''f一段 169 199 368 

抗 9 盟日1'1、午校 86 85 l7l 
担叩 ~) 11: ，1、'j:位 165 186 351 

部 11 U i且小 l'I立 '1 35 % 
前 12 町公 J，航 曲6 1，凹5 1. 891 

第 13 岡I t生 2必 1.028 1.141 2，l69 
抗 l' 11行部部会陥 65 75 1'0 

，lt 3.24b 3，600 6，846 

昭和判年衆圃院瞳員選輯量車且景

に
お
い
で
く
だ
さ
い
」
と
お
知
ら
せ
す

る
わ
け
で
す
。

簡

単

不
在
者
投
票
を
活
用
し
よ
う

不
在
者
投
涙
は
選
挙
町
当
日
正
当

な
理
由
で
投
張
所
に
お
い
て
投
架
す
る

こ
と
が
で
き
主
い
人
の
た
め
に
投
票
日

円
前
で
も
投
釈
で
き
る
特
別
的
制
度
で

す
。
せ
っ
か
く
の
投
日以
内
機
会
を
活
用

し
て
楽
怖
だ
け
は
や
め
る
よ

3
に
し
ま

し
ょ

3
。

今
図
的
選
挙
か
ら
次
町
市
、
が
改
め
ら

れ
ま
し
た
内
で
注
意
し
て
〈
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
は
、
投
栗
当
日
町
内
に

い

る
場
合
に
は
不
在
者
投
梨
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
後
、
投
出
品
目
に
自
分

的
投
摂
区
外
で
職
務
や
業
務
に
従
事
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
不
在

者
投
諜
が
で
き
る
こ
と
に
主
り
ま
し
た
。

ま
た
そ
の
手
続
き
も
一

部
的
紫
化

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
不
在
者

投
開
制
の
た
め
に
投
票
用
紙
を
防
求
す
る

に
は
、
職
場
内
責
任
者
な
ど
が
発
行
す

る
証
明
書
が
必
要
で
、
そ
れ
も
告
示
日

刷即 日一

こ
れ
だ
け
は
知
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う

入
場
券
は
世
帯
ご
と

削仙川畑…

今
度
の
選
挙
で
選
挙
人
名
簿
に
登

刷
録
さ
れ
る
た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な

こ
と
が
必
要
で
す
。

市
道
知
事
、
道
議
選
挙

昭
和
二
十
六
年
四
月
十
二
固
ま
で

に
生
ま
れ
た
入
、
昭
和
四
十
五
年
十

二
月
十
五
日
ま
で
に
今
金
町
民
に
な

一
っ
た
人
。

一
②
町
長
、
町
議
選
挙

一

昭
和
二
十
六
年
四
月
二
十
六
日
ま

一
で
に
生
ま
れ
た
入
、
昭
和
四
十
六
年

一
一
月
十
三
日
ま
で
に
今
金
町
民
に
な

一
っ
た
人
。

一

入
場
券
は
、
世
帯
ご
と
に
送
り
ま

一
す
。
こ
れ
ら
の
要
件
を
み
た
し
て
い

一
て
万

一
入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
は

一
選
挙
管
理
委
貝
会
に
お
問
い
合
わ
せ

叩
〈
だ
-C

い。

一

候
補
者
ひ
と
り
を

叩

ハ
ツ
キ
リ
書
〈

山

せ
っ
か
く
投
票
し
て
も
次
円
ょ
う

叩

な
投
票
は
無
効
に
な
り
ま
す
。

四

マ
投
面
市
用
紙
以
外
に
書
い
た
も
の
守

町
候
補
者
で
な
い
者
の
氏
名
を
書
い

た

に
送
り
ま
す
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昭
和
四
十
六
年
皮
肉
町
子
符
は

ニ
月
八
日
か
ら
十
三
日
ま
で
聞
か

れ
た
第

一
同
定
例
阿
波
会
で
決
ま

り
ま
し
た
。

予
算
額
は
、
一
般
会
計
五
億
六

千
百
九
十
八
万
五
千
円
、
特
別
会

計
二
億
八
千
九
百
三
十
八
万

一
千

円
で
、
総
額
八
位
五
千
百
三
十
六

万
六
千
円
と

4
り
、
前
年
度
に
比

べ
一
般
会
計
で
七
三
%
、
特
別
会

計
で

一一

%
の
地
と
立
つ
ま
し
た
。

子
H
M
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る

か
、
そ
の
お
も
な
内
容
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。lこ/、回Tブく

561，985千円

289，381千円

町
税
は
全
体
の

二
%

「

一

般

J

f

会

計

¥

ニ
と
し
の
干

/
F

、

、

平

立

、

円

正

(

!

!

 

町
議
的
改
選
期
に
あ
た
る
た
め
、
義
務

的
経
費

t継
続
事
業
を
中
む
に
編
成
さ

札
ま
し
た
が
、
図
、
道
資
導
入
事
業
は

見
通
し
丹
つ
い
た
も
の
に
つ
い
て
け
上

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
健
全
財
政
を
堅
持
す
る
た
め

山
振
事
業
に

一

一般会計

特別会計

山
村
振
興
法
に

よ
る
特
別
開
発
都

議
町
二
年
次
分
と

し
て
‘
南
岸
生
活
改
普
セ
ン
タ
ー
建
設

サ
ー
ビ
ス
カ
購
入
、
下
種
川
、
下
白

石
、
上
積
川
町
簡
易
給
水
施
語
整
備
が

計
画
さ
れ
、
一
千
八
百
四
十
七
万
二
千

円
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。
産
業
法
部
技

備
の
た
め
、
日
進
共
同
模
範
牧
場
、
八

束
中
央
農
道
、
総
合
か
ん
ぱ
い
の
負
担

金
な
ど
に
六
百
十
二
万
円
、
ま
た
、
牒

業
娠
興
の
た
め
、

州肘
業
労
務
需
給
例
経

対
策
、
開
拓
者
離
脱
対
策
に
合
わ
せ
て

二
百
四
十
万
円
、
農
村
環
境
整
備
の
た

め
田
代
、
日
進
地
区
農
定
改
良
事
業
に

四
十
六
万
五
千
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
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豊かで住みよ
特

別

会

計

。
自
民
健
康
保
険
会
計
卒
業
勘
定
(
九

千
六
百
十
一
万
六
千
円
)

四
千
四
十
三
方
向
的
国
民
健
康
保
険

税
と
五
千
五
百
八
十
四
万
五
千
円
の
国

庫
支
出
査
が
お
も
な
財
源
と
な
っ
て
い

ま
す
。
保
険
税
は
、
医
療
単
価
円
値
上

り
、
受
診
率
的
地
加
な
ど
に
よ
り
前
年

度
当
初
に
比
べ

一
三

・
六
%
の
増
と
な

り
ま
す
。

歳
出
で
は
、
療
盤
、
助
産
、
葬
祭
な

ど
の
保
険
給
付
費
に
八
千
八
百
七
十

一

万
七
千
問
、
疾
病
の
予
防
、
早
期
発
凡

、乞の地

経
出
経
質
的
抑
制
に
つ
と
め
、
行
政
効

川
市
を
問
め
る
よ

7
配
附
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
の
台
所
を
ま
か
な
う
歳
入
で
は

地
方
交
付
税
が
二
億
八
千
八
百
七
万
五

千
問
で
全
体
的
五

一
・
=
一
%を
占
的

国
や
近
か
ら
の
補
助
金
が

一
億
二
百
九

十
九
万
八
千
円
て

一
八

三
%
、
町
税

が
六
千
八
百
四
十
八
万
一
千
円
で
二
一

、

八
四
七
万
円

林
業
振
興
で
は
、
継
続
事
業
向
畑
町

林
心
両
設
事
業
が
二
千
二
百
二
十
五

万
三
千
円
で
今
年
皮
完
成
し
、
冷
i
u
山

林
造
成
に
三
十

一
万
円
、
公
有
林
造
成

卒
業
に
六
百
九
十
三
万
七
千
円
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
小
企
業
的
経
蛍
組
織
改
普

と
近
代
化
の
た
め
‘
道
信
用
保
酌
祉
協
会

予
託
金
に
四
百
万
円
、
商
工
会
へ
の
助

成
に
百
五
十
万
円
予
算
化
し
ま
し
た
。

鈴
金
季
節
保
育
所

を
開
設

老
人
家
庭
奉
仕

委
託
料
、
老
人
健

康
診
査
な
ど
の
老

地1i宜付蛇
288，075下内

(51.3%) 

公
営
住
宅
を
十
六
戸
建
設

建土ー

町
道
内
務
備
で

は
、
昭
和
総
舗
装

工
事
、
山
手
線
と

末
広
町
的
側
溝
新
設
に
合
わ
せ
て
七
百

五
十
五
万
円
、
ク
レ
ー
ダ
ー
の
併
り
上

げ
や
旭
台
総
側
湘
制
修
な
ど
同
町
道
維

持
管
理
的
た
め
九
百
五
+
三
万
九
千
円

が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

上
利
別
橋
と
賞
金
品
聞
の
掛
け
替
え
、

設木

の
た
め
短
期
人
間
ド
y
ク
委
託
料
二
十

六
万
六
千
円
な
ど
に
支
出
さ
れ
ま
す
。

〈
〉
国
民
健
康
保
険
会
計
施
設
勘
定
(
一

億
六
千
五
十
万
六
千
円
)

お
も
な
収
入
は
、
入
院
、
外
来
な
ど

町
医
業
収
益

一
億
四
千
六
百
七
十
二
万

九
千
円
で
、
人
件
費
や
薬
品
な
ど
の
医

業
山
口
用
に
一
億
四
千
五
百
四
十
二
万
五

千
円
が
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
資

本
的
支
出
で
、
分
光
光
度
計
な
ど
内
線

械
備
品
蹄
入
費
に
三
百
四
万
五
千
円、

建
物
建
設
費
に
五
百
五
十
万
円
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。

。
簡
易
水
道
事
業
会
計

(七
百
七
十
五

万
五
千
円
)

ま
た
‘
濁
川
橋
町
補
修
な
ど
の
橋
梁
維

持
包
理
に
八
百
三
十

一
方
向
が
見
込
ま

れ
、
最
終
年
次
を
迎
え
た
第
一
一
幹
線
川

改
修
卒
業
に
七
百
三
十
一
万
円
、
災
害

復
旧
事
業
と
し
て
の
盟
回
橋
掛
け
替
え

に
四
千
七
有
九
十
万
五
千
円
予
釣
化
し

ま
L
b
。

住
宅
難
緩
年
初
た
的
、
二
千
九
百
一
一

十
四
万
六
千
円
で
公
営
住
宅
十
六
戸
建

ー

ー

'
水
道
使
用
料
五
百
八
十
四
万
九
千
円

工
事
負
担
金
百
八
十
九
万
円
が
お
も
な

収
入
で
、
人
件
費
、
使
用
料
徴
収
委
託

料
な
ど
の
総
務
質
に
三
百
八
十
三
万
八

千
問
、
原
材
料
費
に
百
二
十
万
円
、
償

還
金
に
百
二
十
五
万
五
千
円
が
支
出
さ

れ
ま
す
。

〈
〉
極
川
簡
易
水
道
卒
業
会
計
(
二
千
五

百
万
四
千
問
)

国
、
道
か
ら
の
補
助
金
六
百
七
十
五

万
円
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
五
百

七
十
一
万
九
千
円
、
起
債
九
百
七
十
万

円
、
工
事
負
拘
盃
二
百
五
十
万
円
が
お

も
な
収
入
で
‘
新
鍛
工
事
費
に
二
千
三

百
二
十
六
万
同
が
支
出
さ
れ
ま
す
。

二

%
、
町
償
が
五
千
四
百
五
十
万
円

で
九
・
七
%
、
残
り
八
五
%
が
使
用

料
そ
の
他
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
的
町
税
で
は
町
民
税
が

祁
段
除
の
引
き
上
げ
で
三
百
万
円

定
資
産
税
が
標
準
税
率
移
行
で
百
四
寸

五
万
円
、
木
材
引
取
税
が
税
率
引
き
下

げ
で
三
十
万
円
町
清
税
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
・
自
然
地
収
を
見
込
ん

で
も
前
年
の
六
百
十

一
万
円
の
哨
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

i
 

人
対
策
じ
百
九
万
八
千
問
、
伝
染
病
予

防
や
野
犬
山
開
討
主
ど
の
ほ
杭
裂
に
三
百
三

十
八
万
円
が
見
込
ま
れ
ご
と
し
か
ら
開

設
さ
れ
る
鈴
金
季
節
保
育
所
の
備
品
購

入
に
十
六
万
七
千
円
、
ま
た
、
都
港
町

内
会
な
ど
住
民
活
動
向
推
進
曲
目
と
し
て

百
二
十
三
万

一
千
円
が
計
上
さ
れ
ま
し

た

こ
と
し
か
ら
、
し
尿
と
じ
ん
か
い
処

理
が
行
な
わ
れ
る
三
町
術
生
セ
ン
タ
ー

に
一
千
九
十
五
万

一
千
問
、
種
川
簡
易

水
道
会
計
へ
五
百
七
十

一
万
九
千
円
が

支
出
さ
れ
ま
す
。

激
増
す
る
交
通
事
故
の
絶
滅
に
積
極

的
に
と
り
組
む
た
め
、
道
路
防
設
さ
く

や
交
通
安
全
郭
識
を
設
世
す
る
ほ
か
、

交
通
安
全
指
導
貝
町
制
服
制
仰
の
活
用

、と
合
わ
せ
て
百
五
万
一
千
円
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

今
金
小
後
両
校
舎

今
年
度
中
に
完
成

第
二
期
工
事
に

入
る
今
金
小
町
改

築
に
五
千
二
十
七

万
九
千
円
、
こ
れ
に
伴
う
備
品
購
入
に

百
七
万
八
千
円
が
計
上
さ
れ
、
今
年
度

中
に
後
国
三
階
建
て
校
舎
が
完
成
し
ま

す。
学
校
施
設
の
整
備
の
た
め
、
学
校
の

床
の
張
り
替
え
や
放
送
施
設
、
ま
た
火

災
予
防
の
た
め
火
災
、
ろ
う
電
報
知
設

備
に
合
わ
せ
て
三
百
十
二
万
七
千
円
・

義
務
教
材
費
や
、
理
科
産
業
教
育
的

振
興
の
た
め
‘
八
百
九
十
九
万
六
千
円

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
で
は
、
背
少
年
同
健
全
育

成
と
社
会
体
育
普
及
の
た
め
の
助
成
に

二
百
九
万
二
千
円
、
公
民
問
、
青
少
年

会
館
内
管
理
に
四
百
四
十
五
万
五
千
円

見
込
ま
れ
ま
し
た
.

文教

化育

r 

47，905千円(8.5%)

43，856刊'J{7.8%)

39.092千円(7.65~) 

5.687千円(1.0%)

開。千円(01拓)

14，l94千円(2.5%)

12.954予問(2.3%)

24.783千円(4.4%)

一般会計歳入歳出割合

同1，980千円tl:l '己申お金
設
し
、
南
団
地
幹
線
排
水
路
新
設
の
た

め
五
百
五
十
万
円
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

消
防
団
員
の
処
遇

を
改
善

町
民
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ

、フ
消
防
施
設
は
年

次
川
阿
て
充
実
に
つ
と
め
て
い
ま
す
が

今
年
度
は
井
戸
式
防
火
水
そ
、
3

一
基
、

小
型
動
力
ポ
ン
プ

一
台
、
そ
の
他
備

品
に
合
わ
せ
て
百
五
十
九
万
八
千
円
、

ま
た
、
消
防
団
只
町
処
遇
改
普
の
た
め

手
当
円
引
き
上
げ
を
行
な
い
百
九
十
七

万
二
千
円
計
上
き
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
の
お

そ

の

他

も
な
支
出
と
し
て

は
ス
キ
l
場
用
地

購
入
賞
百
五
十
万
円
、
町
広
報
、
町
勢

要
覧
発
行
に
九
十
四
万
四
千
円
、
納
税

貯
帯
組
合
奨
励
金
六
十
八
万
円
、
国
民

年
金
納
付
組
合
交
付
金
六
十
二
万
五
千

円
、
ま
た
、
選
挙
向
費
用
と
し
て
四
百

三
十
一
万

一
千
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
町
総
合
計
画
立
案
の
た

め
的
費
用
六
十
三
万

一
千
円
も
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

i詩

防

総
合
計
画
策
定
委

員
を
=
一
+
人
に

こ
町
議
会
で
制
定
さ
れ
た
お
も
な

条
例
を
あ
げ
ま
す
。

〈
〉
町
税
条
例
町
一
部
改
正

木
材
引
取
税
の
税
率
を
百
分
の
=
一

か
ら
百
分
の
こ
に
改
め
ま
し
た
。

。
奨
学
資
金
貸
付
基
金
条
例
の
制
定

こ
れ
ま
で
の
貸
与
制
度
を
基
金
制

度
に
改
め
ま
し
た
。

〈
〉
消
防
団
只
同
定
氏
、

Hr免
、
服
務

に
関
す
る
条
例
的
一
部
改
正

こ
れ
ま
で
一

日

(
回
)
七
百
円
だ

っ
た
出
動
、
訓
練
‘
警
戒
手
当
を
千

円
に
改
め
ま
し
た
。

〈〉
消
防
委
只
会
条
例
の
制
定

消
防
行
政
の
円
滑
な
運
営
を
図
る

た
め
定
め
ま
し
た。

:
〈
〉
総
合
計
画
策
定
評
議
会
条
例
的
一

部
改
正
こ
札
ま
で
二
十
人
だ
っ
た
委
只
を

三
十
人
に
し
ま
し
た
。

〈
〉
由
民
健
康
保
険
条
例
町
一
部
改
正

国
民
健
康
保
険
税
の
納
期
を
七
月

か
ら
十

一
月
ま
で
の
五
期
制
に
改
め

ま
し
た
。
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子
三
月
八
日
か
句
聞
か
れ
た
第

一
固
定
例
町
誠
会
で
、
安
部
町
長
は
本
年

一
皮
肉
町
政
執
行
方
針
を
次
の
と
お
り
明
句
か
じ
し
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
を
一

紹
介
し
ま
す
。

一

昭
和
国
十
六
年
度
予
算
案
を
提
案
す

る
に
あ
た
り
施
策
の
大
嬰
を
申
し
上
げ

る
こ
と
は
、
小
職
こ
の
四
月
任
期
満
了

の
ご
奉
公
と
し
て
、
そ
の
光
栄
に
感
激

を
新
た
に
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

私
は
、
昭
和
三
十
年
春
以
来
町
政
担

当
町
職
貨
を
賜
わ
り
日
夜
そ
の
責
任

の
重
大
性
を
痛
感
し
て
い
る
町
で
み
り

ま
す
が
こ
の
間
激
励
す
る
日
本
社
会

経
済
的
中
に
あ
っ
て
、
自
治
行
政
も
年

を
追
っ
て
複
雑
多
岐
を
極
的
、
こ
れ
が

郷
土
町
明
る
い
町
づ
く
り
町
た
的
、

J
M

日
ご
ろ
談
会
の
ご
協
力
と
各
位
の
こ
べ

ん
た
つ
に
よ
り
先
人
的
開
拓

巡
業
を
た
た
え
.
町
民
福
祉

の
向
上
に
微
力
を
尽
〈
す
-」

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
対

し
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

る
し
だ
い
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
四
十
五
年
は
.

一
部

台
風
に
よ
る
被
苔
は
あ
り
ま

し
た
が
、
比
較
的
良
好
な
気

象
に
い
泊
ま
れ
農
業
者
名
位

向
ご
精
進
と
関
係
機
関
の
適

切
な
指
導
も
あ
り
、
は
は
平

年
作
に
近
い
成
絡
を
あ
げ
得

た
こ
と
に
対
L
、
深
〈
敬
意

と
感
謝
を
表
し
た
い
と
存
じ

ま
す
。• 

市
街
地
の
排
水
溝
を
整
備

奨
学
資
金
は
基
金
制
度
に

控
設
関
係
で
は
.
ク
レ
ダ
の
川
村

人
で
町
道
的
維
持
効
川
市
を
高
め
.
同
州梁

で
は
上
利
別
訴
の
崎
け
符
え
を
計
画
し

ま
し
た
。
住
宅
対
策
と
し
て
は
、
将
末

の
世
帯
の
推
移
を
勘
案
し
本
年
度
十
六

戸
建
設
し
て
住
宅
緩
和
に
つ
と
め
、
さ

句
に
市
街
地
内
排
水
構
幣
備
に
つ
い

て

L
.
本
年
度
か

-E
一カ
年
比川
町
で
排
水

系
統
的
戦
備
を
計
画
し
、
初
年
度
は

山
子
線
、
末
広
団
地
、
南
団
地
の

-7

ロ
y
ク
を
実
地
し
ま
す
。

教
育
附
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、

A

，A
I

小
町
改
築
促
進
主
ど
地
説
的
税
備
に
つ

と
め
、
ま
た
‘
奨
学
資
金
貸
与
制
瓜
は

正
金
制
度
に
改
め
て
、
引
き
続
い
て
町

内
町
有
能
な
背
少
年
育
成
に
資
し
た
い

と
存
じ
ま
す
a

社
会
教
育
の
面
に
つ
い

て
L
、
次
代
を
背
負
う
青
少
年
内
健
全

お知らせ

育
成
の
た
め
、
作
機
山
間
や
町
内
側
人
的

協
力
を
得
て
不
良
化
防
止
の
施
策
を
品

じ
て
ま
い
る
航
行
え
で
あ
り
ま
す
。

次
に
中
学
校
統
九
日問
題
に
つ
い
て
は

町
民
内
意
向
も
統
介
の
た
め
逐
年
同
制
酬

の
声
が
す
川
ま
り
ま
し
た
の
で
‘
教
育
委

員
会
町
議
を
求
め
教
育
効
果
の
向
上
に

#
処
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

基
幹
病
院
を
目
ざ
し

医
療
施
設
を
整
備

同
民
館
山
崎
保
険
下
業
に

つ
い
て
は
、

受
治
市
内
伸
び
、
医
療
山
中
川
酬
の
改
訂
な

「
で
同
保
税
内
用
紙
は
避
け
ら
れ
な
い

実
情
に
あ
リ
ま
す
が
、
住
民
れ
M
刊
の
限

界

ι十
分
再
婚
し
、
府
民
向
帥
出
版
竹
剛
引

に
泣
出
主
き
を
則
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

同
川
町
病
院
に
つ
い
て
は
、
出
心
者
収
日
什

-国保の保険証は4月中に更新を

し
か
し
な
が
ら
、
現
下
日
本
農
業
を

と
り
ま
く
諸
状
勢
は
極
め
て
深
刻
で
、

米
の
生
産
制
強
問
題
を
は
じ
め
、
向
肱
苗

林
産
物
的
自
由
化
な
ど
幾
多
困
難
な
問

% 

町
似
が
に
品
千
四
百
五
十
万
向

附
闘
が
山
航
し
て
お
リ
ま
す
が
、
園
内
政

策
は
も
と
よ
り
股
民
自
体
的
意
欲
に
大

き
な
期
待
が
か
け
ら
れ
て

い
ま
す。

本
年
も
引
き
続
き
全
国
的
規
模
て
t

産
調
整
を
行
な

7
段
階
を
迎
え
て
、

町
も
そ
の
執
行
方
針
に
つ
い
て
は
生

ι

者
を
中
心
に
関
係
機
関
と
慎
重
に
協
議

を
尽
く
し
、
理
解
と
協
力
の
も
と
に
目

標
達
成
に
努
力
し
た
い
考
え
で
す
。

継
続
事
業
を
中
心
に
編
成

町
税
減
税
は
約
四
百
五
十
万
円

率
的
線
地
中
税
率
移
行
に
よ
る
百
四
十
五

万
円
余
何
時
と
合
わ
せ
て
お
よ
そ
四
百

五
十
万
円
の
時
税
と
な
り
ま
す
。
ま
た

木
材
引
取
税
率
の
超
過
課
税
を
解
消
す

る
た
め
、
現
行
の
百
分
的
三
を
百
分
の

一
一
に
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
公
共
料
金
で
あ
る
水
道
料

公
営
住
宅
料
、
諸
手
数
料
な
ど
に
つ
い

て
は
、
現
行
円
ま
ま
す
え
世
〈
ニ
と
に

つ
と
め
た
円
で
あ
り
ま
す
。

安
全
確
収
対
策
を

積
極
的
に
推
進

産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
本
町
内

自
然
的
社
会
的
経
済
条
件
か
勾
配
府
し

情
勢
町
変
化
は
あ
っ
て
も
基
幹
作
目
的

変
更
は
極
め
て
困
難
な
た
め
、
米
作
と

酪
燥
を
基
幹
と
す
る
安
全
確
収
対
策
を

積
極
的
に
推
進
し
て
農
業
者
の
経
営

• 度

附

川

に

下
h
fu
余
-M川
を
投
じ
て

地
投
し
順
次
花
山
見
利
川
地
似
の

汁川州

L
と
り
進
的
る
与
え
で
す
。

内
同
村
民
間
屯
r川
町

m設
に
よ
り
.
町

内
町
五
品
川
八
い
数
は

-
・
八
戸
に

一

白
と
い
う
日
加
入
牢
に
主
り
ま
し
た
が

上
地
区
に
お
い
て
も
攻
望
に
こ
た
え
ら

れ
る
よ
う
袈
消
し
て
ま

い
り
ま
す
。

声
を
反
映
し
た
総
合
計
画
を

広

域

市

町

村

圏

も

推

進

長
利
河
山
岡
山
ポ
道
路
円
近
々
移
管
#
ど
に

つ
い
て
ら
巣
山
中
で
あ
り
ま
す
。

町
総
A
U
け
川
州
策
定
に
つ
き
ま
し
で
は

さ
き
に
実
施
し
た
州
民
よ
り
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
法
本
と
し
、
町
民
町
内
を
反
映

し
た
総
合
的
、
リ
川
問
的
立
行
政
の
巡
目

壱
凶
る
け
桔
本
仙
川
訟
を
速
か
に
策
目し止し

明
る
く
れ
み
よ
い
地
域
村
会
の
也
誌
に

ま
い
逃
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

国民健康保険同被保険者証が4

月l日か句更新されます。

被保険者aiEの更新とは、現在使
用している藤色町被保険者証の使

用JtIIIllが満了するため、これを回

収して新Lい被保険者証を交付す

ることです。

世帯主のかたは、，"のj明間中に

現在使用している被保険者証を役

場で指定した場所、または役場町

民誠に持参して必ず新しい被保険

者世モ(クリーム色)と取り替える

ようにしてください。また、学生

や仕』かせぎなどでその人だけの被

保険者~iEの交付を受けている場合

はそ円③.⑮の被保険者証も同じ

手続きが必要ですから、更新町期

/111にHlIに合う ように送付しても句

う主ど、;.I~ めに却i叫i をしておいて

くfごさい。

更新町J問u.nは、 4月 l日から 4
月30日まてず)1カ月talです。 この

WII日l内に更新Lなかった場合は、
5月1日か句これまでの被保険者

証が無効と~. 1) ，病院などで保険

捻擦が畳:けられな〈なりますので

注草してください。

-結婚披露祝賀会は?人 800円で

さ
て
、
ヰ
年
皮
肉
予
算
編
成
に
つ
き

ま
し
て
は
、
小
職
は
じ
め
町
識
の
改
選

期
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
骨
格
予
算
を

建
前
と
す
べ
き
こ
と
も
考
慮
さ
れ
ま
し

た
が
、
町
民
的
福
祉
及
び
工
事
時
期

あ
る
い
は
歳
入
財
源
の
要
踏
期
目
的
緊

急
性

L
勘
案
し
、
継
続
卒
業
と
見
通
し

町
つ
い
た
悶
班
、
遊
山
口
持
入
事
業
を
恨

併
と
し
て
編
成
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
お
も
な
も
の
は

人
件
四
‘
義
務
的
経
費
を
は

b
的
、
継

続
不
業
と
し
て
の
今
金
小
町
改
築
、
盟

国
怖
の
掛
け
替
え
、
昭
和
総
町
制
菱
、

第
二
幹
線
川
町
改
修
工
事
、
さ
ら
に
は

山
村
振
興
法
に
基
づ
〈
関
係
事
業
円
促

進
主
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

税
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、
本
年

度
地
方
税
法
改
正
見
込
み
に
よ
る
住
民

税
的
経
時
三
百
万
円
余
、
固
定
資
産
税

L
限
界
に
注
し
て
お
り
辺
J
1
1泣
憾
の

出

L
少
主
〈
主
い
の
で
、
叶
」
地
心
司
法

悦
州
院
を

n途
に
施
設
の
税
制
を
叫
川
州

的
に
進
的
、
外
科
医
側
、
石
必
川
町
充

足
に

つ
い
て
も
枇
部
内
努
力
を

L
.
医

削

U
宅
住
設
や
医
療
地
設
の
山
町
1

倒
に

L

配
u

砲
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

簡
易
水
道
叫
'
業
に
つ
い
て
は
、
本
年

き
り
に
本
町
が
こ
れ
ま
で
懸
本
と
主

っ
て
い
ま
し
た
川
代
、
辺
川
H
の
ゆ
人
事

業
に
つ
い
て
は
、
本
年
山
川
辺
じ
じ

サ
似
の
令
刷
舗
装
が
主
成
円
は
辿
し
で

あ
り
、
川
川
山
か
ん
ば
い
ド
革
、
山
川
牧
、

九1
令
、
以
U
M
m
械
の
川
バ
リ
ハ
林
道
開
発
事

業
、
今
世
、
八
芸
線
舗
装
改
良
工
ド
、

A
I
T
慌
の
宇
辺
怖
、

A
F
全
橋
に
至
る
砂

辺
町
継
続
英
利
川
多
目
的
タ
ム
往
芯

や
交
通
安
全
標
識
を
設
詑
す
る
ほ
か

安
定
を
図
ら
屯
け
れ
ば
な
均
な
い
と
日

ず
る
し
だ
い
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保

“(山
村
特
別
開
発
事
業
を
継
続
実
施
し

の
わ
せ
て
日
進
開
拓
地
飲
雑
用
水
の
改

修
整
備
を
も
行
な
い
、
一
方
、
米
の
消

費
構
造
的
変
化
に
対
応
し
、
米
質
改
善

に
は
特
に
留
立
協
力
す
る
な
ど
本
町
総

合
農
政
的
展
開
に
尽
力
す
る
所
存
で
あ

り
ま
す。

林
業
振
興
で
は
、
畑
町
沢
林
道
町
継

続
実
施
、
冷
申
告
側
林
の
造
成
並
び
に
林

業
労
務
者
向
共
済
制
度
の
育
成
助
氏
を

促
進
し
、
商
工
業
向
振
興
で
は
、
道
信

用
保
続
協
会
子
託
金
を
借
地
し
資
金
的

同
滑
巡
営
に
問
地
、
市
街
地
緑
地
化
的

調
査
も
進
め
て
ま
い
る
考
え
で
す
。

老
人
、
母
子
、

福
祉
を
充
実

児

童

民
生
関
係
口
つ
き
ま
し
て
は
、
民
間

協
力
貝
に
対
す
る
制
服
制
帽
活
用
、
防

灘
さ
く
‘
標
識
の
設
笛
な
ど
の
交
通
安

全
対
策
、
老
人
母
子
健
康
相
談
、
ね
た

き
り
老
人
介
担
、
鈴
金
地
区
季
節
保
育

所
町
新
設
主
ど
の
老
人
、
母
千
、
児
琵

福
祉
の
充
実
、
じ
ん
か
い
処
思
地
訟
の

活
川
町
術
生
対
策
主
ど
制
極
的
に
と
り

進
め
る
よ

1
努
力
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

消
防
力
的
務
備
に

つ
い
て
は
、
非
常

勤
而
只
の
処
遇
改
普
を
し
、
小
型
動
力

ポ
ン
プ
、
防
火
水
そ
う
の
附
設
な
ど
逐

次
強
化
に
つ
と
め
、
き
句
に
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
円
強
化
主
と
住
民
生
活
円
安
定

に
寄
与
す
る
方
針
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
広
域
市
町
村
凶
に
つ
い
て
も

生
川
闘
を
単
位
と
す
る
周
辺
町
村
と
的

作
機
的
な
機
能
分
判
を
図
る
べ
く
絵
山

竹
内
を

一
一
凶
肢
と
し
、
本
年
位
指
定
を

日
さ
し
て
航
甑
的
な
批
准
に
努
力
す
る

与
え
で
あ
り
ま
す
。

以
上
、
昭
和
凶
十
六
年
度
の
執
行
方

針
を
巾
し
上
げ
ま
し
た
が
、
行
政
運
営

の
一品
率
化
と
近
代
化
の
促
進
に
こ
た
え

あ
く
ま
で
ら
最
少
経
費
で
最
木
町
効
果

を
あ
げ
る
と
い
う
法
本
的
理
念
に
し
た

が
い
、
総
合
的
悦
切
に
た
っ
て
町
民
的

付
託
に

こ
た
え
た
い
と
存
じ
ま
す
。

あ
な
た
の
戸
を

『町
民
円
山
』
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
町
政
に
対
す
る
裂
盟
、
泣

け見

"古
川
相
談
主
ど
な
ん
で
も
け

っ
こ
う
で
す
a

役
場
企
画
室
ま
で

住
所
、
氏
名
を
明
記
向
上
お
よ
せ

く
だ
さ
い
.

農村に共通する いろいろな問題

について、牒f品婦人部、同青年部

青年団体協議会が話し合い、次の

点を全町に運動することに LまL
fょ。

b結婚披露祝賀会の費用は、生活

改普の趣旨を守り、 l人当たり

800問とする。

b農休日 はとりあえず月 l聞とし
毎月15日 (5月は 5日)にする

よう各部落に申し入れる。
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裕子種川中 2年 岸

3色、定合ちの作品

町
民
の
み
な
さ
ん
は
、
ど
ん
な
選
挙

ど
ん
主
代
表
者
を
の
ぞ
ん
で
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

私
な
ら

「正
し
い
明
る
い
選
挙
」
を

町
ぞ
み
ま
す
。
し
か
し
、
み
ん
立
が
み

ん
主
そ
う
で
あ
る
と
は
か
さ
り
ま
せ
ん
。

中
に
は
、
惑
い
心
で
み
ん
な
の
こ
と

な
ど
考
え
な
い
で
投
票
す
る
人
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
み
ん
な
の

手
柄
は
私
た
ち
の
代
表
者
で
あ
る
政
治

家
内
政
治
を
す
る
力
に
か
か
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

北
海
道
の
発
展
も
今
金
町
内
さ
か
え

る
こ
と
も
、
こ
の
た
い
せ
つ
な

一
票
に

か
か

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
.
将
来
に
明
る
い
希
望
を

も
た
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま

す
。
ま
じ
め
に
考
え
て
本
気
に
消
い
心

で
投
票
し
て
く
れ
る
人
を
尊
敬
し
ま
す
。

正
し
い
明
る
い
選
挙
に
す
る
に
は

ひ
と
り
で

L
悪
い
心
て
投
架
す
る
人
が

い
れ
ば
、
選
挙
が
そ
れ
だ
け
暗
く
な
り

正
し
い
政
治
が
行
主
わ
札
な
〈
主
る
と

思
い
ま
す
。
投
烈
は
、
ま
じ
め
に
考
、
ぇ

主
し
く
し
て
は
し
い
と
思
い
ま
す
。

っ
さ
に
代
表
者
に
ど
ん
な
人
を
の
ぞ

む
か
で
す
が
、
私
主
ら
み
ん
主
的

，

を
よ
く
考
え
町
の
た
め
北
海
道
の
た
ゲ

に
力
を
注
ぎ
、
み
ん
な
の
た
的
に
つ
く

す
人
を
選
び
ま
す
。
み
ん
な
が
選
ん
だ

代
表
者
で
も
町
向
た
め
に
つ
く
さ
な
け

れ
ば
主
ん
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

み
ん
な
で
選
ぶ
代
表
者
だ
か
ら
、
町

の
た
め
北
海
道
内
た
め
に
本
気
で
つ
く

し
て
く
れ
る
代
表
で
な
け
れ
ば
主
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
立
候
補

者
に
つ
い
て
よ
く
見
、
よ
く
聞
き
、
よ

く
考
え
て
代
表
者
を
さ
め
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

み
ん
な
の
た
め
に
な
ら
な
い
代
表
者

を
選
よ
と
‘
き
っ
と
私
た
ち
の
生
活
は

よ
く
な
句
な
い
で
し
ょ
っ
。

こ
の
選
挙
で
四
年
間
の
宅
悩
が
き
ま

る
の
で
す
か
ら
、
選
挙
権
に
幸
福
を
か

一
面
市
を
む
だ

に
し
な
い
で
町
の
た
め

今
金
小
五
年

ち
ょ
っ
と
待
て
、

渡

わ
れ
ら
の
町
を
背
負
う
人

今
金
小
六
年

投
票
日
、

昔日

ひ
と
み

中

里

調t

康

近
所
き
そ

っ
て
レ
ッ
ツ
ゴ
ー

栄

安

子
ど
も
も
み
て
い
る
お
と
な
の
選
挙

種
川
中
二
年

佐

々

木

種
川
中
二
年

達

友

子

奪
行
所
北
海
道
今
金
町
役
場

編
集
・
企
画
宅

し

け
て
正
し
い
明
る
い
選
挙
を
ま
じ
め
に

よ
く
与
え
て
、
み
ん
主
に
よ
〈
つ
く
し

〈
れ
る
代
表
者
を
選
ん
で
ほ
し
い
と

」
い
ま
す
。
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同
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、可バレ

一

人口 11，392 ー-51) 
男 5，536 ー-30)
女 5，856 (-21) 
世帯 2，843 ← 18) 

(Ii月別現在の)
住民集本台帳人口/

ロ
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

千
柴
又
由
美
(
喜
太
郎
長
女
)
稲
穂

村
中
順
子
(
従
次

二
女
)
大
和
町

鈴

木

啓

介

(

捷

長

男

)

曙

町

水
井
孝
之
(
直
孝
二
男
)
神

丘

諸
戸
る
み
(
国
男

↑一
女

)

紘

町

市
野
ま
印
み

(

典

長

女
)
南
栄
町

藤

川

幸

(
治
菩
長
女
)
緑

町

佐
藤
文
法
(
広
男
二
男
)
末
広
町

遠
勝
米
子
(
秀
夫

二
女
)
未
広
町

上

田

輝

(忠

良

長

男

)
東

町

境

問

心

折

(
藤
太
二
男
)
八

束

固
い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に

中

村

芳

夫

i
佐

々

木

紀

手

旭

町

笹

井

政

司
uu
出

口

美

津

子

種

川

柿

沼

良

一
M
M
佐
藤
ン
ズ
エ
末
広
町

白

井

儀

昭
U
H
桧

森

花

子

大

和
町

極
お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

円

山

国

二

六

十

二

歳

南

町

村

田

健

一

五

十

七

歳

極

川

(二
月
分
)
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出
版
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